
2002 年 （H14） ラジオたんぱ 慶應義塾の時間 0件

★：特設サイトにて音源公開中 *職位は当時のもの

年・月 カテゴリ 日 タイトル 学部 身分 担当者
音源データ

の有無

2002年4月 世界の言語と日本語 法学部 助教授 小屋逸樹

５日 多言語社会の実情－スイスを例にー ×

12日 世界の言語の類型 ×

19日 日本語の特徴－表記法を中心にー ×

26日 日本語の特徴－文法を中心にー ×

5月 ドイツ語圏文化入門－ドイツ語の学習が10倍面白くなるかも?!－

3日 導入－「ドイツ的」って何？ 商学部 教授 識名章喜 ×

10日 ゲーテと音楽 商学部 助教授 石原あえか ×

17日 ポップカルチャーのなかのドイツ文化ー「ロマンティック」と「メカニック」 商学部 助教授 足立典子 ×

24日 世紀転換期ウィーンの文化について 商学部 専任講師 大畑純一 ×

31日 ウィーン・フィルとロックと私 商学部 助教授 フォーグル・ヴァルター ×

6月 移行期・中国の中小企業 経済学部 専任講師 駒形哲哉

7日 中小企業発展の歴史的回顧－もともと高かったプレゼンス ×

14日 国有企業改革と中小企業－なぜ中小企業重視なのか ×

21日 私営企業の発展と市場対応－自己実現をめざす人たち ×

28日 中小企業政策－中小企業に資金を! ×

7月 イノベーション普及過程の分析 文学部 教授 青池慎一

5日 普及過程をめぐる基本的諸変数 ×

12日 イノベーション採用意思決定と情報 ×

19日 採用者カテゴリーの構造とイノベーターのオーバーラップ ×

26日 イノベーション普及のコミュニケーション過程 ×

8月 「政治的なもの」の現在－政治思想（史）の視座から

2日 近代世界における公私関係の変容と政治の可能性 法学部 教授 萩原能久 ×

9日 戦間期ヨーロッパにおける知識人の「ヨーロッパ」観－ P・ヴァレリーを素材として 関東学院大学 助教授 藤田潤一郎 ×

16日 政治と宗教の境界線？－現代アメリカの事例を中心に 法学部 助教授 田上雅徳 ×

23日 人民主権の展開と政治的代表観念の変容 法学部 助教授 堤林剣 ×

30日 座談会（萩原能久、藤田潤一郎、田上雅徳、堤林剣） ×

9月 ギリシア哲学への誘い 文学部 助教授 納富信留

6日 西洋文明の源流 ×

13日 ミュートスからロゴスへ ×

20日 哲学の言葉の創造 ×

27日 現代に生きるギリシア哲学 ×

10月 ゲーム理論の誕生と展開 経済学部 教授 中山幹夫

4日 ミニマックス定理の誕生とその学問的背景 ×

11日 協力ｎ人ゲームの安定集合とその社会的意義 ×

18日 非協力ｎ人ゲームの誕生 ×

25日 方法論としてのゲーム理論 ×

11月 音楽から知るアメリカ 法学部 教授 鈴木透

1日 アメリカ国歌も『共和国讃歌』も実は替え歌だった？－改作のアメリカ音楽史 ×

8日 フォークソングと近代テクノロジー ―カントリー・ミュージックの世界 ×

15日 お葬式はジャズのゆりかご― 『聖者の行進』の文化史 ×

22日 デルタ・ブルースの末裔たち― 混血音楽としてのロックンロールの誕生 ×

29日 音楽と地域のアイデンティティー ―ハワイアンとケイジャン ×

12月 今日の日本経済を考える―1970年代との対比から

6日 1970年代の日本経済 経済学部 教授 北村洋基 ×

13日 90年代以降の日本経済 経済学部 教授 北村洋基 ×

経済数学のすすめ

20日 経済数学のすすめ（1） 経済学部 教授 須田伸一 ×

27日 経済数学のすすめ（2） 経済学部 教授 須田伸一 ×

2003年1月 国文学入門－周辺からのアプローチ 文学部 助教授 石川透

3日 絵本・絵巻と国文学 文学部 助教授 石川透 ×

10日 国文学から環境問題を考える 文学部 教授 川村晃生 ×

17日 日本の漢文学 文学部 助教授 佐藤道生 ×

24日 古代国文学と民俗 文学部 教授 藤原茂樹 ×

31日 近代日本の文学と文化 文学部 教授 松村友視 ×

2月 企業社会をとりまく最新トピックス 商学部 教授 和気洋子

7日 現代会計の動向－有価証券の時価評価を通して 商学部 教授 笠井昭次 ×

14日 新しい消費者像の探求 商学部 助教授 濱岡豊 ×

21日 企業倫理の新展開 国際センター 専任講師 梅津光弘 ×

28日 グローバルコミュニティー ―環境保全の視点から 商学部 教授 和気洋子 ×

音声データ件数（2002年）
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★：特設サイトにて音源公開中 *職位は当時のもの

年・月 カテゴリ 日 タイトル 学部 身分 担当者
音源データ

の有無

3月 ついに解けた「立ち上がる回転ゆで卵」の謎 法学部 教授 下村裕

7日 ケンブリッジ留学 ×

14日 謎との出会い ×

21日 ついに解けた謎 ×

28日 身近にある幸せ ×

動物からヒトを見る—比較認知科学入門 文学部 教授 渡辺茂

2003年1月 20日 月 心理学の成立と比較認知科学 ×

21日 火 ヒトの見るもの・動物の見るもの ×

22日 水 顔の認知—複雑なものをどう見るか ×

23日 木 動物はイメージを持つか ×

27日 月 ヒトの記憶・動物の記憶 ×

28日 火 動物の知能—カラスは本当に賢いか ×

29日 水 動物の言語 ×

30日 木 まとめ—心の進化と脳の進化 ×

人間と機械との調和—人間工学への招待— 理工学部管理工学科 助教授 岡田有策

2月 3日 月 人間工学とは ×

4日 火 ヒューマン・マシン・インターフェースって何？ ×

5日 水 いろいろなインターフェィス—使いやすさを考える ×

6日 木 いろいろなインターフェィス—快適さを考える ×

10日 月 人間が行動に至るまでを考えてみよう ×

11日 火 ヒューマン・エラーはどうして起こる ×

12日 水 社会におけるヒューマン・エラーへの取り組み ×

13日 木 人間工学の可能性と期待 ×

憲法 法学部 助教授 小山剛

2月 17日 月 一般的自由説と人格的利益説 ×

18日 火 プライバシーの権利 ×

19日 水 表現の自由と名誉・プライバシー（１） ×

20日 木 表現の自由と名誉・プライバシー（２） ×

24日 月 表現の自由の意義 ×

25日 火 国家からの自由と国家による自由 ×

26日 水 違憲審査制 ×

27日 木 憲法の発展 ×

フランス文学入門「文学と翻訳」 文学部 教授 川口順二

3月 3日 月 ① 文学史の中の翻訳（１） ×

4日 火 ② 文学史の中の翻訳（２） ×

5日 水 ③ 多言語文学のフランス語訳 ×

6日 木 ④ 翻訳と文学 ×

フランス語と日本語の間（数の表現をめぐって） 経済学部 助教授 前島和也

3月 10日 月 ⑤ ×

11日 火 ⑥ ×

「ナポレオンの時代」・「ナポレオンと作家たち」 経済学部 教授 後平隆

3月 12日 水 ⑦ 「ナポレオンの時代」 ×

13日 木 ⑧ 「ナポレオンと作家たち」 ×

日本の近代化と社会経済思想

3月 17日 月 日本の社会経済思想史への視角 経済学部 教授 小室正紀 ×

18日 火 江戸時代の思想と近代化 経済学部 教授 小室正紀 ×

19日 水 「一身独立」と福澤諭吉 福澤研究センター 研究嘱託 西澤直子 ×

20日 木 明治の女性観と福澤諭吉 福澤研究センター 研究嘱託 西澤直子 ×

24日 月 啓蒙期の経済学と明六社の人々 東北公益文科大学 助手 三島憲之 ×

25日 火 経済学の制度化と社会政策学会 東北公益文科大学 助手 三島憲之 ×

26日 水 河上肇と日本のマルクス主義 経済学部 助教授 池田幸弘 ×

27日 木 小泉信三と昭和の足音 経済学部 助教授 池田幸弘 ×

31日 月 明治・大正期の移民・植民思想 経済学部 教授 柳沢遊 ×
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